Development Material of Science and Technology Education: A. Consideration of Mors Rover Contest by 魚住 明生
ス問発達科学雄 第1巻第2号:79-89(2007)
科学技術教育における教材開発に関する研究
一火星口∵バーコンテストについての一考察 一
魚住 明生
Development Material of Science and Technology Education:
A Consideration of MarS Rover Contest
Aklo UOZUMI
E…mail:uOzumi@eduouTtoyamaeacjp
キーワード:科学技術教育,教材開発,火星ローバーコンテスト,アンケート調査
Keywords:sёience and technology education,dev91opment rnaterial,Mars Rover COntest,questionnaire
1。はじめに
近年,高等専門学校でのロボットコンテスト (以
下,ロボコンとする。)を契機として,高校や大学
など各種学校においてロボコンが数多く実施されて
いる。中学校においても平成12年度から全国大会
が開催され,平成15年度には全国で約20都府県に
おいて地区大会が実施されており,ロボコンを取り
入れた取り組みは,:[生きる力]の育成をねらいと
した現行学習指導要領における技術科教育の新しい
題材の1つとして注目されている1)。
既報203)では,このロボコンに参加した生徒へ
のアンケート調査とそれを取り入れた授業実践にお
ける生徒への意識調査を基にして,ロボコンの現状
と今後の課題について分析し,検討した。その結果:
ロボコンの取り入れた学習では,自ら課題を解決し
ていく問題解決学習が主に行われていることや:こ
れからの技術教育に求められる諸能力を育成するこ
とが期待できることなど,数余の知見を得ることが
できた。
このロボコンに関連した取り組みでは,技術教
育におけるものだけでなく,科学教育とも関連さ
せたものが行われている。その 1つとして,火星
探査を題材とした火星ローバーコンテストがある。
このコンテストは,次世代を担う子供たちに科学
技術への興味 ・関心をもってもらい,その成果を
学校教育に生かすことを目的として行われたもの
で,2005年10月に第56回国際宇宙会議福岡大会
(IAC2005Fukuoka)宇宙フェアで初めて開催され
た。具体的には,火星探査をテーマとして火星表面
に見立てたジオラマのコースを,各自が製作した
ローバー (探査機)で競技するものである。このコ
ンテストでのコースの全容を図1に,コンテストの
概要を資料 1に示す。
日本においては,子供たちの理科離れやものづく
り体験の不足など科学技術離れが深刻化しているこ
とから,今後このような 「科学」と 「技術」に関わ
る事象を題材とした取り組みが期待される。「科学」
と 「技術」については,これまでその成り立ちの相
異から,中学校教育における理科と技術 ・家庭科の
ように切り離されたものとして取り扱われている。
しかし,今日の社会では,「科学」と 「技術」は別
個のものとしてではなく,密接に関連した 「科学技
術」として取り扱われることが多くなっており,今
後学校教育においても両者を融合した取り組みが求
められると推察される。これらのことから,子供た
図1 火星自―バーコンテス トでのコースの全容
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ちの科学技術への興味 ・関心を高め,「科学」と 「技
術」を融合する教材の 1つとして,火星ローバーコ
ンテストは有効ではないかと考える。このコンテス
トについては,昨年度に第 1回大会が開催されたば
かりであり,取り組まれて間もない現時点において,
科学技術教育における教材としての有効性について
早急に検討することが必要であろう。
本研究では,科学技術教育における新たな教材を
開発することを目的として,火星ローバーコンテス
トに向けてのローバー製作講習会の受講者と,その
コンテス トの参加者へのアンケー ト調査を基にし
て,火星探査を題材とした火星ローバーコンテスト
の有効性について検証した。さらに,それを基にし
て,科学技術教育における教材開発の視点を検討し
た。
2.研究方法
火星ローバーコンテストの科学技術教育における
教材としての有効性を検討するために,それに向け
てのローバー製作講習会の受講者,並びにそのコン
テストの参加者へのアンケー ト調査を実施した。
調査対象のロニバニ製作講習会は,2006年6月
3日に富山大学で本研究グループが実施したもの
である。この講習会の受講者数は30名(15グルー
プ)であった。一方の火星ローバーコンテス トは,
2006年6月H日に金沢で開催された第25回宇宙技
術および科学の国際シンポジウム (ISTS25)|こお
ける第3回国際宇宙ロボット (火星ローバー)コン
テス トである。このコンテス トの参加者数は56名
(25チーム)である。
このローバニ製作講習会の受講者に実施したアン
ケー トの調査項目を,表 1に示す。なお,この調査
でのアンケー ト用紙の回収数は14グループで,回
収率は93.3%であった。
一方の火星ローバニコンテストの参加者に実施し
たアンケー トの調査項目を,表2に示す。なお,こ
の調査でのアンケー ト用紙の回収数は23チー ムで,
回収率は92.0%であった。
3.結果と考察
3.1 ロー バー製作講習会でのアンケート調査の
検討
アンケート調査を実施したローバー製作講習会の
様子を図2に,その概要を表3に示す。
この講習会では,できるだけ多くの子供たちに科
学技術への興味 ・関心をもってもらうことをねらい
としていることから,受講者の校種を問わないこと
にした:ただし,実際の作業では困難が伴うことも
考えられることから,小学校以下の受講者は保護者
同伴での参加とした。
講習会の日程は,まずオリエンテーションで火星
ローバーコンテスト並びに講習会の概要について説
明を聞いた後に,ローバーの駆動部と制御部を午前
中に製作する。午後からは,ローバーの全体構想を
行った後,仕事部を中心に製作し,組み立てる。ロー
表‐2 火星ローバーコンテス トでの調査項目
1.校種,学年
2。コンテストに参加した理由
3。コンテストの楽しさとその理由
4。科学技術への興味 ・関心とその理由
5。ものづくりへの興味 ・関心とその理由
6。コンテストに参加して身についたこと
7.今後のコンテストヘの要望
図2 ローバー製作講習会の様子
表 1 ローバー製作講習会での調査項目
1。校種,学年
2。講習会に参加した理由
3.講習会の楽しさ
4.コンテスト参加への意欲
5。科学技術への興味 ・関心とその理由
6.講習会でおもしろかったところ
7。講習会で難しかったところ
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表3 日―バー製作講習会の概要
1.目 的
次世代を担 う子供たちに,科学技術に関心をもつてもらい,その成果を学校教育に生かしていくこ
とをねらいとして,ISTS(宇宙技術および科学の国際シンポジウム)金沢大会で2006年月11日(日)
に開催される宇宙ロボット (火星ローバー)コンテス トに参加するためのローバー製作を行 う。
2.日 時 :6月3日 (土)10:00～17:00
3.場 所 :富山大学人間発達科学部多目的研修棟
4.対 象 :校種は問わない。但し,小学校以下は保護者同伴での参加が望ましい。
5.定 員 :20名
6.参加費 :3,000円
7.日 程
時  刻
?
目 内 容
9:30-10:00受付
10:00-10:30オ リエンテーション 開会の挨拶
スタッフ紹介
ISTS金沢大会の紹介
火星ローバーコンテス トの概要
ローバー製作の概要
護習会2_目■ ________―・
10:30-1200 ローバーの製作 ① パッケージと部品の確認
駆動部の製作
制御部の製作
12:00-13:00昼食 ・休憩
13:00-15:30ローバーの製作 ② 構想の検討
本体の組立
仕事部の製作 ・組立
その他
15:30-16:00ローバーの点検 と模擬コースの試走 点検
試走
調整 0保守
後片づけ
16:30-1700 講習会のまとめ アンケー トの記入
講習会の感想
コンテス ト当日の説明
閉会の挨拶
バー完成後は,各部を点検し,模擬コースを試走し
て,調整 ・保守を行う。最後に,講習会のまとめと
してアンケー ト用紙に記入し,活動を振り返る。
この講習会で使用した教材は,中学校技術 ・家庭
科のロボコンを取り入れた学習で使用されているも
のを基にして,ローバー用に各部の部品を選定した
ものである4)。具体的には,駆動部にはベル トユニッ
トを使用し,制御部には4 chのコントローラーを
用いている。この教材で製作したローバーの一例を,
図3に示す。
次に,ローバー製作講習会におけるアンケー ト調
査の結果について検討する。なお:この調査での回
答内容の詳細は,資料 2に示す。
まず,この講習会での受講者の校種割合を,図4
に示す。
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図3 講習会で使用 した教材で製作 したローバー
(―例)
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図4 ローバー製作講習会での受講者の校種割合
受講者の校種は,幼稚園から大学までと幅広く,
その内訳は,幼稚園 (保護者同伴)が1グループで,
小学校 (保護者同伴)が4グループ,中学校が8グ
ループ又は個人,大学 1名の総計15グループ又は
個人である。中でも小 ・中学校からの受講者が約9
割を占めている。これらのことから,この講習会は
主に義務教育段階の児童 ・生徒にとって興味あるも
のであったことが分かる。
【講習会に参加した理由】では,「ロボット興味
があったから。」や,「ロボットを作れるから。」な
ど,参加者の半数にあたる幼稚園児から中学生まで
の7グループがロボットに関わる興味 ・関心を参カロ
した理由として記述している。このことは,ロボッ
トに関わる教材が,幅広い年代における子供たちの
興味 0関心を引きつけるものであることを示してお
り,その教材としての可能性を窺うことができる。
次に,【講習会の楽しさ】と,【コンテストヘの意
欲】,【科学技術への興味 ・関心】への意識を,受講
者が4段階で自己評価した結果を,図5に示す。
【講習会の楽しさ】は平均得点が3.64で,【コン
テスト参加への意欲】は3.14,【科学技術への興味 ・
関心】は3。00で,判断基準が肯定的に 「だいたい
当てはまる」となる3点以上の値を示している。こ
れらのことから,この講習会は受講者にとって好意
的に捉えられており,コンテストヘの参加意欲並び
に科学技術への興味 ・関心をある程度高めることが
できたのではないかと思われる。また,【科学技術
への興味 ・関心】での理由として,「火星に行くと
いうことができる技術自体すごい。」や,「宇宙はど
うなっているのか,詳しく知りたいから。」など,
5グループが火星探査に関わる 「技術」と宇宙に関
する 「科学」への興味 ・関心を記述している。この
ことから,この講習会を通して,参加者が当初もっ
ていたロボットヘの興味 ・関心が,火星探査に関わ
る 「技術」や 「科学」へと広がっていることが推察
される。
また,【講習会でおもしろかったところ】では:「自
分の思うようにロボットが作れる。」や,「自分で作
れるところ。」など,ロボットを自分で構想して作
れたことを9グループが記述している。このことか
ら,受講者の多くは,自ら構想したものを実際に形
あるものにするものづくり自体に喜びを感じている
と思われる。一方,【講習会で難しかったところ】
では,「自分の思ったようなしくみを表現すること。」
や,「自分でいろいろと考えるところ。」など,自ら
構想したことを実際の形にすることの難しさを5グ
ループが記述している。このことは,先に示した【講
習会でおもしろかったところ】と重複しており,こ
れらの困難を克服して,自ら構想したものを作り上
げることに喜びを感じていることが窺える。なお,
講習会をより良いものにするには,これらの困難を
受講者が自ら克服できるような支援を行う必要があ
り,具体的な方策については今後の課題としたい。
3.2 火星ローバーコンテストでのアンケート調
査の検討
火星ローバーコンテストにおけるアンケート調査
の結果について検討する。なお,この調査での回答
内容の詳細は,資料3に示す。
まず,火星ローバーコンテストでの参加チームの
校種割合を,図6に示す。
参加チームの校種は,小学校 (保護者同伴)が4
?
?
?
?
コンテストヘの意欲  科学技術への興味・関心
調査項目
図5 ローバー製作講習会での受講者の意識
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的に捉えていることが示された。その理由として,
「ロボットを動かせたから。」や 「満足のいく走りが
できたから。」などコンテストでローバーを操作で
きたことを8チー ムが,「作ることが楽しかった。」
などローバニの製作に関することを5チー ムが記述
している。このことから,参加者はこのコンテスト
の楽しさを実際にローバァを操作できたことだけで
はなく,コンテストに向けて自分自身でローバーを
製作する過程にも喜びを感じていることが窺える。
【科学技術への興味 ・関心】では,3.24の平均得
点が示された。その理由として,「もっと知りたく
なった。」や 「もっと詳しく作りたくなった。」,「新
たな疑間が生まれたから。」など知的好奇心が高まっ
たことをHチームが記述している。この要因とし
て,|このコンテストが火星探査という人類にとって
未知なるものへの挑戦を題材としていることが考え
られる。このことにより,参加者の科学技術への知
的好奇心が喚起されたのではないかと考える。
【ものづくりへの興味 0関心】では,平均得点が
3。82と【科学技術への興味 ・関心】以上の高い値
を示している。その理由として,「作ること自体好
きだから。」や 「純粋に作ることが楽しいから。」な
どを13チームが記述している。ほとんどのチーム
が自らローバーを製作してコンテストに参カロしてお
り,ものづくりへの興味 ・関心が人一倍高かったこ
とも考えられるが,このコンテストヘの取り組みを
通してさらにものづくりへの意欲が高まったと推察
される。
【コンテストに参加して身についたこと】として,
「創造する力」や 「工夫する力」,「考える力」,「ア
イディアカ」,畔J断力」など思考面を7チー ムが,「技
術」や 「はんだづけ」,「ものを作る技術」など技術
面を7チー ム,「協力」や 「最後まであきらめない
心」,「チームワーク」,聯迷続する力」など態度面を
7チー ム,「材料について」や 「火星」,「ロケット」
など知識面を3チー ムが記述している。このことは,
ロボコンにおいて示された結果と同様に,このコン
テストヘの取り組みを通して参加者は多様な教育的
価値を身につけることができることを示している。
また,【今後のコンテストヘの要望】として,「ま
たこういう機会があったらまたやりたい。」などコ
ンテストが開催されることを好意的に捉えている記
述が7チー ムに認められた。このことから,このコ
ンテストが参加者にとって有意義なものであったこ
図6 火星ローバーコンテス トでの参加チームの校種
割合
チームで,中学校が16チーム,高等専門学校が 4
チーム,大学 1チー ムの総計25チー ムである。半
数以上が中学校からの参加ではあるが,幅広い校種
で参加することが可能なコンテストであることが分
かる。
【参加した理由】として,「おもしろそうだから。」
や 「ロボットや宇宙に興味があったから。」などを
8チームが,「勧められて」と7チームが記述して
いる。ロボットや宇宙への興味 ・関心が参加する動
機にはなっているが,昨年度初めて開催されたコン
テストだけに,参加者にはあまり認識されておらず,
周りから勧誘によって参加を決めた者も多かったと
思われる。
次に,【コンテストの楽しさ】と:【科学技術への
興味 ・関心】,【ものづくりへの興味 ・関心】への意
識を参力口者が4段階で自己評価した結果を,図7に
示す。
コン ストの楽しさ  科学技術への興味・関心 ものづくりへの興味口関心
調査項目
図7 火星ロー バーコンテストでの参加者の意識
【コンテストの楽しさ】では,平均得点が3。73で,
ほとんどの参加者が火星ローバーコンテストを肯定
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とが窺え,今後さらに普及することが期待できる。
最後に,ローバー製作講習会を受講し,火星ロー
バーコンテストにも参カロした7グループ又は個人に
ついて,講習会後とコンテスト後の 【科学技術への
興味 ・関心】への意識を自己評価した平均得点の推
移を,図8に示す。
講習会後              コンテスト後
図8【科学技術への興味・関心】への意識での平均得
点の推移
講習会後では2.86の値であったものが,コンテス
ト後には3.43の値となり,有意水準10%で値が増
カロしていることが示された (t(6)=1.60,p<.01)。
このことから,講習会を受講して口Tバーを製作す
るだけではなく,自分が製作したローバーでコンテ
ストに参加することで,さらに科学技術への興味 ・
関心が高まることが分かった。この要因としては,
多くの観衆が見守る中で,自ら製作したローバーを
操作できたという自己表現に伴う充実感と,他の参
加者が製作したより優れたローバーを間近に見るこ
とで喚起された知的好奇心の高まりが考えられる。
4。科学技術教育での教材開発における視点
の検討
ローバー製作講習会と火星ローバーコンテストで
実施したアンケート調査の結果から,科学技術教育
での教材開発における視点を,児童 0生徒が学習を
進めていく過程でその推進力となる学習の動機づけ
に着目して検討した。具体的には,講習会の受講者
並びにコンテストの参加者がどのような内発的動機
にもとづいて取り組んだのかを, 2つのアンケート
調査における 【科学技術への興味 ・関心】の理由に
おける記述からK」法で分析した。それをまとめた
ものを,図9に示す。
講習会の受講者並びにコンテストの参加者は,【科
学技術への興味 ・関心】の理由として,知的好奇心
が高まることを多く記述している。具体的には,そ
れらは大きく 《科学への知的好奇心》と 《技術への
?
?
?
?
+ p<.10??
図9【科学技術への興味・関心】の理由における記述の分析
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知的好奇心》に分けることができる。前者について
は 「宇宙はどうなっているのか知りたい。」や 「火
星の表面が本当にあのようなのか。」など,宇宙や
火星に対する未知なるものへの興味 ・関心を記述
し,後者については「火星に行く技術自体がすごい。」
や 「火星で機械が動くことがすごい。」など,火星
探査を実現した技術への驚きを記述している。さら
に,両者に重なるものとして 「将来は宇宙やロボッ
トを研究したいから。」や 「人間の可能性を知りた
い。」という 《最先端の科学技術への憧憬》を記述
している。
これらのことから,科学技術教育での教材開発に
おける視点としては,最先端の科学技術事象を題材
として,それに関わる 「科学」と 「技術」を有機的
に配置することが有効であると考える。このことに
ついては,宇宙だけにかかわらず医療,環境など,
実際の科学技術事象において最先端のものほど 「科
学」と 「技術」が相互補完的に密接に関連している
ことに符合している5)。また,最先端の科学技術事
象は,人類にとって未知への挑戦であることも,子
供たちの知的好奇心を高める要因になると考える。
ここでは,この教材開発における視点を基にした
具体例の 1つとして,本研究で取り上げた火星ロー
バーコンテス トにおける 『火星探査』を題材とし,
科学技術教育における教材開発に関する研究
学習内容を構成したものを,図10に示す。
『火星探査』からまず最初に想定される科学技術
事象として,ここでは 「火星」と 「ロケット」,「探
査機 (ロー バー)」,「天体観測」を提示した。次に,
これらの科学技術事象に関連した中学校における学
習内容を現行学習指導要領6)の理科と技術 ・家庭
科(技術分野)から選定し配置した。具体的には,「ロ
ケット」の場合,主に理科と関連する学習内容では,
ロケットの燃焼における 「化学反応」の原理や,打
ち上げに関わる一連の 「運動」の法則などが,主に
技術 ・家庭科 (技術分野)と関連する学習内容では,
ロケットにおける 「エネルギー変換」の仕組みなど
が考えられる。この他の科学技術事象についても,
同様に配置することができる。このように,最先端
の科学技術事象を中核として,学習内容を有機的に
関連させることで,子供たちに科学技術への強い興
味 ・関心をもたせることができると考える。
5。 おわ りに
ローバー製作講習会の受講者並びに火星ローバー
コンテストの参加者へのアンケー ト調査から,火星
ローバーコンテストの教材としての有効性と科学技
術教育での教材開発における視点について検討 し
た6その結果,次に示す知見を得ることができた。
化学反応 エネルギー変換
探査機(口…ハ゛―)
:主に理科と関連する学習内容
EIヨ :主に技術
・家庭科(技術分野)と関連する学習内容
図10 火星探査を題材とした学習内容の構成案
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資料 1 火星ローバ=コンテス トの概要
1.目的
次世代を担う子供たちには,実物展示による 「本物との出会い」や 「イベントヘの参加や体験」を通じ
て,科学技術に関心を持つてもらい,その成果を学校教育に生かすことを目的として,第1回国際宇宙ロ
ボット (火星ローバー)コンテス ト"MARS CHALLENGER"」を開催する。
2.競技概要
自作のローバーで火星表面を想定したコ´―スを使い,様々な障害を乗り越え,標本を採取しながら制限
時間内 (300秒間)に, 目的地ヘローバーを走らせる競技である。目的地に着いだローバーはアンテナを
展開し,地球との交信を試みるものとする。タイム トライアルを主体に,パフォニマンス,オリジナリテ
ィTを加味して総合評価を行う。
3.参加資格及びチーム構成人数
・いずれの部門も学校 ・学年,年齢に関係なく参加できるが,自作口Tバーに限る。
・1チー ムは,6名以内で構成する。
・競技に参加するのは3名までとし,そのうち2名を操縦者,他の1名をアシスタントとする。それ以外の
メンバーは,操縦エリアに入ることができない。
4.ロー バーの規格
・ローバーの操作は,有線リモコンによる遠隔操作とする。
・有線の長さは最大で3mとする。(コー ス内に入ることはできないため,良好な操縦環境を確保するため
には,最低1.5mの長さが必要である。)
・出場ローバーは1台とし,分離してはならない。(コー スを汚したり傷つけたりする移動などは禁止する。)
・車体の幅 ・長さ・高さは,400X400X400のスター トカプセルに収まること。なお,スター ト後はその大°きさを超えて展開してもよい:
・重量については制限なし。
0電源装置は使用しない。(コー スの移動を考慮して。)
・水,空気,油等を利用したシリンダの使用は禁止。(火星の表面温度を考慮して。)
・標本を破損する行為は禁止。(針で刺すことは認めるが,溶かす ・切るなど,競技終了後に表面の状態を含
めて最初の状態に復元しないものは認めない。)
・モータの個数は,最大4個。但し,高額なモータやギヤヘッド付きモータは使用してはならない。使用で
きるモータは,マブチモータRE…280及びその互換品クラスまでとする。
・走行用電源は,モータ1系統につき1.5V乾電池2個までとする。(直列 ・並列は自由とする。)
5.コース概略図と各エリアの説明
【1.スター トカプセルとスロー プ①】
400X400X400mmの箱。これに収ま
ることが車検となる。傾斜 6°
【2.クリセ平原】
高さ30～40mmの小石の積み重ね
【3.障害物①】
4枚の板
【4.タルシス】
小石の平原 高さ10mm以下の小石
【5.スロープ②】
長さ1.8m,傾斜8°
【6.クレーター】
外径200mm,内径80mm,高さ40mmの
クレーター
【7.標本エリア】
直径60mmのスポンジボールを採取す
るエリア
【8.シー ソー】
長さ920mm,幅530mmの板
【9。上下する壁】
幅500mm,高さ160mm,厚さ50mmの壁
が上下するエリア
【10.時空時計】 直径400mm,高さ20mのターンテーブル。時空針の長さは890mm,高さ150mm
【11.スロープ③】 長さ630mm,傾斜14°
【12.オリンポス山 (最終スロープとゴール)】 長さ630mm,傾斜14:
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資料2 ロー バー製作講習会におけるアンケー ト調査での回答内容の詳細
番号 校種 性別 1.参加の理由 2.楽しさ
3.コンテ
ストヘの意
欲
4.科学技
術への興
味・関心
その理由
・5.おもしろかったと
ころ 6.難しかつたところ
1 中1
ロボットに興味があつ
たから。
火星に行くということ
ができる技術自体す
ごい。
自分の思いようにロ
ボが作れる。 ロボの構成
tlt4 ロボットをつくれるか
ら。
ロボットをつくるとこ
ろ。
どんな形や,どうやっ
てはこぶか,かんが
えること。
中1
大 1
中3
ロボット作りが楽しそ
うだつたから。
もう少しいろいろなこ
とを知りたい思つた
から。
自分で作れるところ。自分でいろいろと考えるところ。
rlt4 ロボットにきょうみがあつたから。
くみたては,きっとが
そろつていてかんた
んだつたし,けっこう
うまくできたから。
くみたてです。キャタ
ピラの部分のくみた
てがたのしかつたで
す。
あんてなのくみたて
です。あがるしくみが
むずかしかったで
す。
中3 友達
にさそわれたか
ら。
中1 理科系が好きだから。
ロー バーを作つて楽
しかつたから。
自分でロボットをつく
れるところ。
パーツが多くて大変
だった。
中3 特にない。 わからない。 特にない。 分解
中3
ロボットが好きで,
ロー バーもそうだであ
るから。
宇宙はどうなつてい
るのか,くわしく知り
たいから。(火星に生
物はいたかについ
て)
ロー バーを作るとこ
ろ。
自分の思つたような
し<みを表現するこ
と。
幼保
5才
ロボットが大好きなの
で。なかなか家では
作れないけれど,参
加する事で,安価で,
かつ1日で動くものを
持ち帰れる。
科学技術の最先端。
どこまで人類ができ
るのか知りたい。
ボールをつかんだ
り,旗をふつたりする
所は,それぞれのく
ふうが見られて良
かつた。火星探査の
説明を聞けたり,クイ
ズもあり,5才児なり
に楽しく聞けました。
特にありません。
中3
興味深かつたから参
加してみようと思つ
た。
この先どんどんと技
術が進むにつれて
もつと知識が必要に
なると思つたから。
レー ダーを自分で
作つたところ。
ボールをすくうシャベ
ルの部分がとても難
しかった。
′J4ヽ
ロボットとか作るのが
すきだから。
火星できかいがあの
ように動くのがすご
かつたから。
作つているところ。
どうゆうふうに部品を
つけるか,というとこ
ろがむずかしかっ
た。
r j tS 大会があると聞いたから。
小5にはまだ火星と
いうことがイメー ジし
にくいようです。
ロボットを製作して実
際に動かすことがで
きた点。
自走ベルトユニットま
では難しくなかった
が,それ以降(シャベ
ル,アンテナ)の製作
が子供には難しかつ
たようです。
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資料3 火星ロー バーコンテス トにおけるアンケー ト調査での回答内容の詳細
出走
番号 チ
ーム名 校種 人数 1.参加理由 2.楽しさ その理由
3.科学
技術への
興味・関
′r、
その理由
4.ものづ|
くりへの|
興味口関|
′b  l
その理由 5,身についたこと 6。今後望むこと
1 1.U.U.K高専1
先生に「出てみない
か?」と言われてお
もしろそうだつたか
らです。
作るのも楽しかつた
し,何とか9コ採れ
たのがよかつた。
もとから好きなの
で,またこれでもつと
知りたくなつた。
好きだからです。 時間をもつと大切にしないといけない。
l.U.U.T高専1 先生に勧められ,興味をもつとから。
競技は惜しかつたけ
ど作るのはとても楽
しかつた。
今回ISTS賞をとつた
ローバーが実際に
火星を走ればおもし
ろいと思つたから。
金沢高専生として,
今後もチャンスがあ
れば参加してみた
い 。
技術,はんだづけは
大切だということ
もう一度金沢でコン
テストをやつて欲し
い。
l.U.U.C高専1
先生に勧められて
面白そうと思つたか
ら。
作つているときも楽
しかったし,走行し
ているときも楽し
かつた。
もとから宇宙に興味
を持つていたから。
ものづくりは楽しい
から。 技術
タケル 高専1 先生の勧め。 作ることができたか もつと詳しく作りたくなつたため。
もっと難しく精密な
機械。 はんだづけ
もつと大きな大会に
してほしい。
GF 中2 科学部だから。 めちゃ楽しかつた。 楽しかつたから。 楽しかつたから。
楽しさ,みんなとの
協力,コミュニケー
ション,団結力,友
達との協力,おもし
ろさ
また21世紀美術館
でやつてほしい!
T.R 中2
ロー バー作りに参力E
して,自分の自―
バーを走らせたく
なつたので。
??????。
少し知つていた知識
よりも,もつと深いの
でもつと知りたいと
思います。
学校でロボコン作り
にも参加しているの
で,もつといろいろな
物を作りたい。
創造する力,身近な
物も材料に使える,
モータのスピードが
大事
優勝景品をもつと良
くしてほしい。コー ス
を試す時間が足りな
い。
チー ムタ
クト
ロボット,宇宙に興
味があつたから。
失敗したけどとても
印象に残つた。
疑間が解けたけど,
また新たな疑間が
生まれたから。
作るのがとても楽し
かつたから。
最後まであきらめな
い′b,工夫する力,
考える力,どうすれ
ばいいか考える力
次は富山でやつて
ほしい。
モココ 中1 おもしろそうだつたから。
エキサイトだつたか 好きだから。 おもしろいから。 作り方を楽にしてほしい。
Toyama 富山での研修会に参加したから。
ロボットを動かせた
から。 楽しいから。
Martian 中3
ロボットを作り,動か
したかつたから。
ロボットを動かせた
から。
もともと興味がある
分野だから。
学校でもロボットを
作るから。 考える力
Mirrors tlt4 お父さんに勧められたから。
作るとき,組み立て
るときが楽しかつ
た。
僕はものづくりが好
きだから。
ギャボックスやキャ
タピラが作れたこと
Green 大 1 1 親類に勧められたから。
他のチームの様々
なロー バーにあるア
イディアが面白かっ
たです。競技も楽し
めました。
本物のローバーに
使われている技術
が気になりました。
純粋に作ることが楽
しいからです。 ものを作る技術
けんたモ
ン 中1
おもしろそうだつた
から。 好きだから
展示物がおもしろ
かつたから。 好きだから。
作る日と本番の間を
長くしてほしい。
サンダー
バード 中1 おもしろそうだから。
人の前でするのが
初めてだから。
仕組みがおもしろ
い 。
楽しかつたから。 考える力 もつとおもしろいコースがいい。
YAMATO中1
部活で。それとロボ
とに興味があつたか
ら。
いろいろなロボット
があつたから。
自分は宇宙のこと
はほとんど知らない
から。
とても楽しかつたか 前もつて準備するこ
と
またこのようなロー
バーコンテストが金
沢市にあればいい
なと思いました。
ASUKA 中 1
大会に出たことがな
いので,一回目とし
て出ようと思つたか
ら。
思つたより成績が悪
かつたから。
メリットがなかつた
から
あまり自分は技術
のロボットづくりはう
まくないので,得意
になるためにやつて
いるかち^
またこういう機会が
あつたらまたやりた
い。
TUBASA中 1
部活で。それとロボ
とに興味があつたか
ら。
るようなアイディア
がたくさんあったか
火星の表面が本当
にあのようなのか。
もつといいロボットを
作りたくなつた。 アイデイアカ
もつと速く標本を採
りやすいロボットを
作りたい。
マー ズペ
ンギン
(皆勤賞)
J2ヽ
1・2回ローバーコン
テスHこ出場して楽
しかつたから。福岡
―金沢の遠隔操作
を見たかつたから。
ゴー ルまできちんと
早く着けたから。
ロボットや宇宙が好
きだから。(将来は
宇宙やロボットを研
究したいから。)
その作りたいものを
作つて,それについ
て研究したいから。
操縦がうまくなつた。
火星について勉強
できた。宇宙やロ
ケットのことを勉強
できた。
ロボットのボールを
取るところをすくうの
ではないものを作り
たいです。コー スの
でこぼこを増やして
ほしい。
-:L-l*
>t 中 3
機械に興味があり,
自分たちで作つてみ
たいと思つたから。
練習では障害を越
えられなかつたけれ
ど,改良して何とか
越えられたし,満足
がいく走りができた
から。
いろいろなマシンを
見て,今までよりも
さらに興味・関心が
持てたから。
今回やつてとても楽
しかつたから。
仲間との協力,もの
づくりの技術,計画
的な考え
落ちないコースがい
い 。
近所のね 中3
ロボットに興味が
あったから。
もう一度やりたいで
す。 何となく。
次回は富山で開催
してほしい。
?
?
?
? 中3 勧められたから。 おもしろい走りができたから。
火星のことが分かつ
てきたから。
作つて動いたときに
楽しいから。
判断力,作る楽し
さ,チー ムワーク,
緊張感,大会の楽し
さ,完走できた喜び
全国大会を開催し
てほしい。
中 友達が参加するか みんなレベルが高く見応えがあった。
あまりそういう気は
ないから。 何となく。
継続する力,ロボッ
トに興味を持つた。
さらにおもしろいこ
と。
科学技術教育における教材開発に関する研究
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